





















準備期： 1868 （明治 I ）年、明治維新一 1872 （明
治 5 ）年「学制」発布－ 1877 （明治 10）年
第 1 期： 1877 （明治 10）年、東京大学の設立－
1886 （明治 19）年
第 2 期： 1886 （明治 19）年、「帝国大学令」制定一
1918 （大正 7 ）年
第 3 期： 1918 （大正 7 ）年、「大学令」制定一 1937
（昭和 12）年
第 4 期： 1937 （昭和 12）年、日中戦争の開始一
1945 （昭和 20）年、第二次世界大戦の
敗北

















I. 準備期 1868 （明治 1 ）年一 1877 （明治 10)
年：西洋型大学設立の準備期
政治過程： 1869 （明治 2 ）年の版籍奉還、 1871 （明
















1871 （明治 4 ）年、文部省設置、 1872 （明治 5)
年、「学制」発布、全国を 8 （のち 7 ）大学区、




学と国学の紛争により 1871 （明治 4 ）年廃止。
幕府の洋学教育機関、開成所は、幾度かの改名
の後、 1874 （明治 7 ）年、東京開成学校。
幕府の西洋医学教育機関、医学所は、幾度かの
改名の後、 1874 （明治 7 ）年に東京医学校。
1871 （明治 4 ）年設立の司法省明法寮は、法学
校正則科を経て、のちの東京法学校に。
1871 （明治 4 ）年設立の工部省工学寮は、 1877
（明治 10）年、工部大学校に。
1875 （明治 8 ）年、大蔵省管理の商法講習所設
立、後の東京商業学校（一橋大の前身）に。




のとして r下から」設立されたもの： 1868 （慶応




II. 第 1 期 1877 （明治10）年、東京大学の設
立－ 1886（明治19）年、「帝圏大学令』制定
政治過程： 1874 （明治 7 ）年から自由民権運動の
52 
展開、 1881 （明治 14）年、国会開設の勅諭によ
り藩閥専制勢力は天皇制立憲主義（プロシア型の
外見的立憲君主制）を準備していた。


































私立： 1880 （明治 13）年設立の東京法学社（法
政大学の前身）、同年設立の専修学校（専修大学
の前身）、 1881 （明治 14）年設立の明治法律学校（明












III. 第 2期 1886 （明治 19）年「帝国大学令」




















43）年、韓国併合。 1914～ 18 （大正 3 ～ 7 ）年、
第一次世界大戦時の山東半島における対独戦争、
I 915 （大正 4 ）年、苛酷な対華二トーカ条要求。
旧制大学の歩み
最後通燥により基本部分を認めさせる。







教育の国家統制）発布。その後は 1903 （明治 36）年、
「専門学校令」によりその法的整備。




























その自治権を確認し、拡大させる 2 事件、 1905 （明
53 
愛知大学史研究（創刊号、 2007年）
治38）年の東京帝大の戸水事件、 1914 （大正 3)
年の京都帝大の沢柳事件が発生した。これらによ
って、教官の罷免には予め当該教授会の同意が必



























り。 1886 （明治 19）年の関西法律学校（関西大















は、 1905年の官立 18、公立 4 、私立41、計63校
から、 1915年の官立25、公立 7 、私立56、計88
校へと増大した〔付表 1 、参照〕。
そして 1903 （明治 36）年の「専門学校令J は、
その付則にもとづき、 1903 （明治36）年から、
東京専門学校を早稲田大学と称することを、また
その後 1918 （大正 7) 年までに、慶応、法政、
中央、明治、日大等、 29の専門学校も、ともに
大学を自称することを許した。























内閣をあげれば、 21 年 1 1 月～22年 6 月の高橋是
清、 1924年 6 月～26年 l 月の加藤高明、 1929年
7 月～31 年 7 月の浜口雄幸、そして 1931 年 4 月
～32年 5 月の犬養毅の各内閣である。この犬養
内閣は、 1932 （昭和 7 ）年の軍部クーデター五・
一五事件で倒され、最後の政党内閣となった。そ
の閥この大正デモクラシー運動は、加藤内閣のも










対外的な米英協調主義は、 1931 （昭和 6 ）年の満
州事変、 1932 （昭和 7 ）年の五・一五事件、 1936




















のように続く。 1924 （大正 13）年、京城〔ソウル〕
（法文・医・理工）、 1928 （昭和 3 ）年、台北（文




















官立： 1920 （大正 9 ）年の東京商科大学（一橋
大学の直接的前身）、 1922 （大正 l 1 ）の新潟・岡
山の各医科大学、 1923 （大正 12）年の千葉・金沢・
長崎の各医科大学、 1929 （昭和 4 ）年の、神戸商
業大学、東京・広島の各文理科大学、熊本医科大
学。
公立： 1921 （大正 10）年の京都府立医科大学、
1928 （昭和 3 ）年の大阪市立商科大学。
私立： 1920 （大正 9 ）年の慶応義塾、早稲田、
明治、法政、中央、日本、国学院、同志社の 8 私
立大学の正式認可。 1921 （大正 10）年の東京慈
恵会医科大学、 1922 （大正 l I）年の龍谷、大谷、
専修、立教、関西、拓殖、立命館、 1924 （大正
14）年の駒沢、東京農業、 1925 （大正 15）年の
日本医科、高野山、大正、 1928 （昭和 3 ）の東洋、




















4 年制に移行。実業専門学校数も 5 校から 14校
に増加。
この問、国内の高等教育機関の学生数は、 1920

















授事件、 23 （大正 l 1 ）年の早稲田大学研究室康
問事件、 28 （昭和 3 ）年、東京帝大の大森義太郎
助教授、京都帝大の河上肇教授、九州帝大の向坂
56 
逸郎、石浜知行、佐々弘雄 3 教授の各事件、 1930
（昭和 5 ）年の東京帝大の山田盛太郎・平野義太
郎両助教授事件、 37 （昭和 12）年の東京帝大の
























国際的には 1917 （大正 6 ）年のロシア革命、





















V. 第4期 1937 （昭和 12）年、日中戦争の開







































宮立： 1938 （昭和 13）年の名古屋帝大（医・工－
理）、国体明徴運動一一天皇の絶対主権を強調
ーーの時期らしく 1940 （昭和 15）年の神宮皇学
館の 2 校。公立の新設はなし。
私立：国内では 1939 （昭和 14）年の藤原工業、













~ 42 （昭和 14～ 17）年の工学部内での 4 学科の
増設、東京帝大における 1942 （昭和 17）年の第
二工学部の設立、早稲田大学における 1942～43
（昭和 17～ 18）年の理工学部での 4 学科の増設、








所、早稲田大学での 1940 （昭和 15）年設置の興








官立： 1937 （昭和 17）年設立の東京農業教育
以下 7 校、実業専門学校は 1939 （昭和 14）年設
立の室蘭工業以下 9 校。





でに敗色濃い 1944 ・ 45 年に集中している。
そのなかで、 1941 （昭和 16）年、興亜専門学校、
42年には東洋語学専門学校と東亜専門学校が設
立されているのがいま一つの特徴である。墓里旦







( 1) 学徒勤労動員 1937 （昭和 12）年、「国民
精神総動員実施要綱」により学徒の勤労奉仕が導
入された。東京帝大では翌年から年 5 日間。 1939
（昭和 14）年から、中学 2 ・ 3 年以上大学生まで、
年 15～20 日間。 1944 （昭和 19）年 1 月から、動
員期間は年 4 カ月間、さらに同年 2 月には今後、
年 l 年間とされ、そして同年 3 月には 4 月 l 日よ














16）年、大学修業期間の 3 カ月短縮。 1942 （昭和




減、同文書院でも同年 1 1 月 27 日、学徒出陣。
戦争末期には大学・専門学校は、空襲以外にも、
勤労動員と学徒出陣により事実上、内部崩壊。












政治過程： 1945 （昭和 20）年 IO 月 15 日、治安維
持法の撤廃。 1946 （昭和 21 ）年 11 月 3 目、日本





















重視の理念のもとに、 1946 （昭和 21 ）年 1 1 月 15 日、





に加えて、 1947 （昭和 22）年 3 月施行の「教育



























































子専門学校の入学者数は、 1920 （大正 9 ）年のわ



















天皇制ファシズムは、 1931 （昭和 6 ）年、満州事



































隅谷三喜男、 rs本の歴史 22 大日本帝国の試練』、中
央公論社、改版、 2006年
今井清一、 rs本の歴史 23 大正デモクラシー』、中央
公論社、 1966年


























































『教育学大事典』、第 2 、第 4 巻、第一法規、 1978年
付表 1 戦前日本の圏内における高等教育機関の校数（1905～40年）
1905 1910 1915 1920 1925 1930 1935 1940 
（明治38) （明治43) （大正 4) （大正 9) （大正 14) （昭和 5) （昭和 10) （昭和 15)
官 2 3 4 6 1 17 18 19 
公 2 4 5 2 2 
大 A寸uー- 私 8 19 24 25 26 
言十 2 3 4 16 34 46 45 47 
’目 8 8 8 15 25 25 25 25 
公 3 3 3 
高等学校 手広 3 4 4 4 
計 8 8 8 15 29 32 32 32 
r民ι4・ 8 9 8 8 7 8 8 8 
公 3 5 5 4 3 8 9 9 専門学校 私 39 48 53 62 75 95 100 104 
言十 50 62 66 74 85 Ill 117 121 
官 IO 13 17 20 44 42 44 51 
公 2 2 2 2 2 2 3 実業専門学校 私 2 2 3 5 4 8 14 18 
言十 13 17 22 27 50 52 60 72 
高等師範学校 官 3 4 4 4 4 4 4 4 
宮 31 37 41 53 91 96 99 107 
公 4 7 7 8 10 18 16 17 総計 私 41 50 56 75 101 131 143 152 
計 76 94 104 136 202 245 258 276 
注）上記の数字に含まれない、文部省所管以外の外地にあった高等教育機関として、 1924 （大正 13）年設立
の京城帝国大学、 28 （昭和 3）年設立の台北帝国大学、 36 （昭和 11) 年設立の旅順工科大学、満州医科大学、
そして 1901 （明治 34）年専門学校として発足し、 39 （昭和 14）年大学に昇格した東亜同文書院大学があ
った（一一大島）。





法 医 工 文 理 農 計
大学・学校 4.5 17.6 9.9 87.2 70.7 24.9 24.2 
政府・官業 64.0 47.0 44.8 6.1 17.3 66.2 46.7 
民間企業 17.0 2.3 39.8 1.9 11.2 3.8 16.9 
専門職業 10.7 32.8 0.3 1.3 8.7 
自 営 4.9 3.1 0.4 1.7 2.8 
政 治 3.2 0.3 0.3 0.4 0.3 0.3 
そ の他 0.6 0.6 I.I 1.8 0.4 
計 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 
人数 964 596 901 374 260 390 3,485 






学 校 1.5 9.0 0.7 3.5 6.8 
政府・官業 2.1 6.9 22.9 一 6.7 32.1 
民間企業 52.1 24.1 14.6 51.4 79.0 16.8 
専門職業 一 1.3 10.] 一 6.7 
自 営 10.6 45.2 29.8 11.1 3.2 31.8 
政 治 一 1.5 2.2 2.1 3.2 3.5 
そ の他 4.1 12.0 7.4 0.7 0.8 2.3 
不 司尽 29.6 12.3 34.7 3.6 一
合計 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.。
人数 530 6,140 5,208 144 371 5,112 




1910 1920 1930 1940 
（明治43) （大正 9) （昭和 5) （昭和 15)
官 6,025 7,347 21,293 23,806 
公 419 1,413 903 大 学 私 3,721 20,550 27,531 
言，－ 6,025 11,487 43,256 52,240 
宮 701 1,498 1,941 
456 636 公 950 大学予科 手ム 6,178 20,058 22,572 
長十 。 7,335 22,506 25,149 
宮 6,341 6,631 16,051 15,287 
公 1,199 1,304 高等学校 私 1,001 1,128 
言十 6,341 6,631 18,251 17,719 
，回品一． 4,260 3,656 3,426 4,460 
公 1,662 975 1,978 3,139 
専門学校 私 18,852 17,457 54,677 82,583 
五十 24,774 22,088 60,081 90,182 
r国- 6,106 7,957 19,173 32,007 
実業専．門学校 公 443 655 568 1,202 
私 359 963 1,610 8,266 
高等師範学校
6,908 9,575 21,351 41,475 
’日 1,145 1,591 2,403 2,843 
’官 23,877 27,883 63,844 80,344 
公 2,105 2,505 6,108 7,184 
総計 私 19,211 28,319 97,896 142,080 






4 ）外地にあり、文部省所管外の、 1924 （大正 13）年設立の京械帝国大学、 28 （昭
和 3 ）年設立の台北帝国大学、 36 （昭和 11 ）年設立の旅順工科大学、満州
医科大学、そして 1901 （明治34）年専門学校として発足し、 39 （昭和 14）年、
大学に昇格した東亜同文書院大学は含まれていない（一一大島）。
出典：伊藤彰浩、『戦間期日本の高等教育』、玉JI I大学出版部、 1999年、 80ページよ
り作成。
旧制大学の歩み
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